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日
本
医
師
会
で
は
、
若
手

医
師
た
ち
の
取
り
組
み
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
医
療
の
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
、
令

和
５
年
度
よ
り
毎
年
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
る

が
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
初
の
試
み
と
な
る
地
方
版

と
し
て
行
わ
れ
た
。

当
日
は
笹
本
洋
一
常
任
理

事
の
司
会
で
開
会
。
冒
頭
の

あ
い
さ
つ
で
松
本
吉
郎
会
長

は
、
「
地
域
に
よ
っ
て
抱
え

る
課
題
や
実
情
が
異
な
る
中

で
、
各
地
域
に
お
け
る
若
手

医
師
の
取
り
組
み
が
、
地
域

医
療
の
更
な
る
発
展
に
資
す

る
原
動
力
に
な
る
と
考
え

た
」
と
地
方
で
の
開
催
と
し

た
理
由
を
説
明
。
そ
の
上
で
、

「
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

通
じ
て
、
若
手
医
師
の
先
生

方
の
熱
意
や
志
に
触
れ
な
が

ら
、
地
域
医
療
の
未
来
に
つ

い
て
考
え
る
有
意
義
な
機
会

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

そ
の
成
果
に
期
待
を
寄
せ

た
。続

い
て
あ
い
さ
つ
し
た
松

井
道
宣
京
都
府
医
師
会
長
は

「
若
手
医
師
の
先
生
方
に
企

画
か
ら
実
行
ま
で
全
て
任
せ

て
お
り
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
若
手
医
師
の
み
な
ら

ず
、
京
都
府
医
師
会
の
挑
戦

で
も
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

第
１
部 

講
演

第
１
部
「
京
都
府
医
師
会

に
お
け
る
若
手
支
援
に
向
け

た
取
り
組
み
紹
介
」
で
は
、

大
阿
久
達
郎
京
丹
後
市
立
弥

栄
病
院
内
科
部
長
／
京
都
府

医
師
会
屋
根
瓦
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
が
「
普
通
の
内
科
医
、

地
域
医
療
に
沼
る
」
と
題
し

て
講
演
を
行
っ
た
。

大
阿
久
内
科
部
長
は
、
地

方
の
総
合
病
院
で
働
く
に
至

っ
た
経
緯
や
地
域
医
療
の
魅

力
な
ど
を
語
る
と
と
も
に
、

自
身
も
参
加
し
た
勉
強
会

「
臨
床
研
修
屋
根
瓦
塾
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
に
つ
い
て
紹
介
。

医
局
や
病
院
の
垣
根
を
越

え
て
行
わ
れ
る
本
勉
強
会
は

「
特
定
の
施
設
に
偏
ら
な
い

医
師
会
だ
か
ら
こ
そ
成
り
立

つ
場
だ
」
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
教
わ
る
側
も
教
え
る
側

も
勉
強
に
な
る
他
、
研
修
医

と
し
て
学
ん
だ
側
が
指
導
医

と
し
て
教
え
る
側
に
回
る
サ

イ
ク
ル
も
で
き
て
い
る
と
説

明
。
そ
の
上
で
、
「
こ
う
し

た
取
り
組
み
に
関
わ
る
中

で
、
医
師
会
と
い
う
組
織
が

一
気
に
身
近
に
な
っ
た
」
と

話
し
た
。

第
２
部
「Re-1

グ
ラ
ン

プ
リ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」

第
２
部
「Re-1

グ
ラ
ン
プ

リ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
～
京
都
府
が

誇
る
エ
ー
ス
指
導
医
が
こ
こ

に
き
て
○
○
に
つ
い
て
学
び

直
し
て
み
た
～
」
で
は
、
松

原
慎
京
都
府
立
医
科
大
学
総

合
医
療
・
地
域
医
療
学
講
師

と
松
村
う
つ
き
京
都
府
立
医

科
大
学
京
都
府
小
児
地
域
医

療
学
講
座
助
教
を
司
会
と
し

た
「Re-1

グ
ラ
ン
プ
リ
」
が

行
わ
れ
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
若
手
指
導

医
が
「
学
び
直
し
」
を
テ
ー

マ
に
７
分
間
で
レ
ク
チ
ャ
ー

を
行
う
と
い
う
、
京
都
府
医

師
会
が
独
自
に
毎
年
行
っ
て

い
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
当

日
は
７
名
の
指
導
医
が
そ
れ

ぞ
れ
発
表
を
行
い
、
そ
の
成

果
を
競
い
合
っ
た
。

杉
本
健
医
師
（
京
都
田
辺

中
央
病
院
循
環
器
内
科
）
は

心
不
全
患
者
に
つ
い
て
「
運

動
を
し
た
方
が
良
い
が
、
Ｆ

Ｉ
Ｔ
Ｔ
─
Ｖ
Ｐ
（
頻
度
、
強

度
、
時
間
、
種
類
、
運
動
量
、

漸
増
）
に
準
じ
た
運
動
を
処

方
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
説

明
。
そ
の
際
に
は
患
者
本
人

の
好
み
も
踏
ま
え
た
処
方
が

大
事
に
な
る
と
し
た
。

一
方
、
心
不
全
の
栄
養
療

法
に
つ
い
て
は
、
減
塩
で
患

者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
若
干
改
善
す

る
も
の
の
、
心
血
管
疾
患
の

リ
ス
ク
低
下
な
ど
に
関
し
て 

有
意
差
は
無
い
と
指
摘
。
さ

ら
に
、
減
塩
す
る
と
食
事
量

が
減
り
、
ひ
い
て
は
フ
レ
イ

ル
に
陥
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。

山
本
健
人
医
師
（
京
都
大

学
医
学
部
附
属
病
院
消
化
管

外
科
）
は
人
体
に
つ
い
て
、

「
生
存
に
必
須
の
構
造
は
共

通
し
て
い
る
が
、
生
存
に
影

響
を
与
え
な
い
範
囲
で
は
遊

び
が
あ
る
」
と
説
明
。
ま
た
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
っ
て

横
行
結
腸
に
向
か
う
動
脈
の

位
置
関
係
に
関
す
る
誤
解
が

解
け
た
こ
と
や
、
右
側
結
腸

が
ん
手
術
の
出
血
を
抑
え
る

手
技
の
発
見
・
普
及
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
な
ど
に
も
触

れ
、
「
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
進
歩

に
よ
っ
て
、
人
は
人
体
の
真

理
に
近
付
き
つ
つ
あ
る
」
と

語
っ
た
。

稲
葉
哲
士
医
師
（
市
立
福

知
山
市
民
病
院
総
合
内
科
）

は
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
、
血
清
型
の
カ

バ
ー
率
や
接
種
費
用
を
踏
ま

え
る
と
、定
期
接
種
で
は「
プ

レ
ベ
ナ
ー
20
」
を
、
追
加
接

種
や
任
意
接
種
で
は
「
キ
ャ

ッ
プ
バ
ッ
ク
ス
」
を
そ
れ
ぞ

れ
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
指
摘
。

さ
ら
に
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
多
価
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
に
も
触
れ
、
「
今
後

も
常
に
学
び
続
け
る
必
要
が

あ
る
」
と
話
し
た
。

小
椋
史
織
医
師
（
京
都
第

二
赤
十
字
病
院
脳
神
経
内

科
）
は
脳
梗こ

う
そ
く塞
に
関
し
て
、

発
症
か
ら
４
・
５
時
間
以
内

の
ｔ
Ｐ
Ａ
の
投
与
は
非
常
に

有
効
な
治
療
法
だ
と
し
た
上

で
、発
症
時
刻
が
不
明
で
も
、

脳
の
組
織
の
状
態
を
評
価
す

る
こ
と
で
、
治
療
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
や
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

や
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た

ｔ
Ｐ
Ａ
療
法
や
血

栓
回
収
療
法
な
ど

に
つ
い
て
も
概

説
。
他
方
、
「
ど

れ
だ
け
優
れ
た
治

療
法
が
あ
っ
て
も
、
一
人
で

は
脳
梗
塞
の
患
者
を
救
え
な

い
」
と
し
て
、
医
療
従
事
者

な
ど
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
必

要
性
を
強
調
す
る
と
と
も

に
、
「Time

・Tissue

・

Team

の
〝3T 

is 
Brain

〟

を
ぜ
ひ
覚
え
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
掛
け
た
。

武
部
弘
太
郎
医
師
（
京
都

府
立
医
科
大
学
救
急
医
療

学
）は
呼
吸
困
難
に
つ
い
て
、

「
司
令
」「
換
気
」「
ガ
ス
交
換
」

の
ど
こ
で
障
害
が
生
じ
て
い

る
の
か
を
考
え
て
鑑
別
し
、

治
療
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
説
明
。
さ
ら
に
、
自
身
が

経
験
し
た
症
例
を
踏
ま
え
、

「
診
療
に
当
た
っ
て
は
、
病

態
を
考
え
て
動
く
こ
と
が
大

切
に
な
る
」
と
強
調
し
た
。

渡
辺
杏
里
医
師
（
京
都
府

立
医
科
大
学
精
神
機
能
病
態

学
）
は
自
身
が
眠
れ
な
い
場

合
に
服
用
す
る
で
あ
ろ
う
薬

を
、「
単
に
眠
れ
な
い
」「
不

安
で
眠
れ
な
い
」
「
趣
味
も

楽
し
め
な
い
上
に
眠
れ
な

い
」
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
ご
と

に
説
明
。
そ
の
上
で
、
「
患

者
に
処
方
す
る
際
も
同
様
に

患
者
の
立
場
を
踏
ま
え
つ

つ
、
『
薬
の
処
方
が
本
当
に

必
要
か
』
『
睡
眠
衛
生
指
導

を
行
う
余
地
は
無
い
か
』
と

い
っ
た
視
点
を
も
つ
こ
と
が

大
事
に
な
る
」
と
語
っ
た
。

加
藤
果
林
医
師
（
京
都
大

学
医
学
部
附
属
病
院
医
療
安

全
管
理
部
）
は
医
療
安
全
に

つ
い
て
、
医
療
法
の
改
正
に

よ
り
本
年
４
月
か
ら
体
制
強

化
が
図
ら
れ
た
と
し
た
上

で
、
「
医
療
安
全
は
プ
ロ
と

し
て
生
き
る
医
療
者
全
員
の

共
通
言
語
。
全
診
療
科
の
専

門
医
に
と
っ
て
も
必
須
の
共

通
科
目
と
な
っ
て
い
る
」
と

し
た
。

ま
た
、
医
療
現
場
で
は〝To 

Err 
is 

Human

〟
（
人
は
誰

で
も
間
違
え
る
）
と
い
う
考

え
方
が
大
前
提
と
し
て
あ
る

が
、
医
療
安
全
を
支
え
る

「Safety-I

」（
失
敗
を
防
ぐ

考
え
方
）
と
「Safety-II

」

（
成
功
を
最
大
化
す
る
考
え

方
）
と
い
う
二
つ
の
概
念
は

い
ず
れ
も
不
可
欠
だ
と
強

調
。
そ
の
上
で
、
「
個
人
を

責
め
る
精
神
論
を
捨
て
、
エ

ラ
ー
を
前
提
に
、
命
を
守
る

シ
ス
テ
ム
を
皆
で
設
計
す

る
。
そ
れ
こ
そ
が
医
療
安
全

学
の
神
髄
だ
」
と
語
っ
た
。

７
名
の
発
表
終
了
後
に
は

参
加
者
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

投

票

が

行

わ

れ
、
「Re: 

Education 
Award 

日
医
」

（
優
勝
）
に
小
椋
医
師
が
、

「Re:Education Award 

京

都
」
（
準
優
勝
）
に
加
藤
医

師
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

池
端
副
会
長
は
「
本
日
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
全
国
に

も
広
げ
、
若
手
医
師
の
皆
さ

ん
の
情
熱
を
全
国
に
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
総
括
。
松
井

京
都
府
医
会
長
は
「
若
手
の

医
師
の
皆
さ
ん
も
指
導
医
に

な
れ
る
よ
う
学
び
、
そ
の
学

ん
だ
こ
と
を
指
導
医
と
し
て

若
手
の
医
師
に
伝
え
て
い

く
。
そ
う
し
た
積
み
重
ね
が

こ
れ
か
ら
の
京
都
の
医
療
、

日
本
の
医
療
の
た
め
に
も
な

る
」
と
語
り
、
本
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
終
了
と
な
っ
た
。

令
和
８
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

若
手
指
導
医
が
専
門
分
野
で
学
び
直
し
た
内
容
を
発
表
し
競
い
合
う

未
来
ビ
ジ
ョ
ン〝
若
手
医
師
の
挑
戦
〞の
地
方
版
を
京
都
で
初
開
催

　令和8年度シンポジウム「未来ビジョン“若手医師の挑戦” in 
KYOTO」が8月29日、京都府医師会館で開催された。
　当日は7名の若手指導医がそれぞれの専門分野で学び直した内容
を発表し競い合う「Re-1グランプリ」など、京都発の若手医師の
取り組みを会場やWEBによる参加者400名以上が見守った。

　当日のシンポジウムの模様は日本医師会公式YouTube
チャンネルで４本に分けて掲載しています。ぜひ、ご覧
ください。

フルバージョン
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船
舶
医
療
に
お
け
る

 

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
果
た
す
役
割
の

意
義
を
強
調

■■■■■■■■

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

 

流
行
開
始
と

  

ワ
ク
チ
ン
供
給
状
況
に

つ
い
て

9
月
9
日

松
本
吉
郎
会
長
は
「
令
和

８
年
熊
本
地
震
」
に
お
け
る

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
日
本
医
師
会
災

害
医
療
チ
ー
ム
）
の
活
動
の

う
ち
、
国
の
船
舶
医
療
と
し

て
２
０
２
１
年
に
成
立
し
た

「
災
害
時
等
に
お
け
る
船
舶

を
利
用
し
た
医
療
提
供
体

制
」
の
整
備
の
推
進
に
関
す

る
法
律
（
以
下
、
船
舶
医
療

活
用
法
）
に
基
づ
く
初
の
事

例
と
な
っ
た
「
は
く
お
う
Ⅱ
」

に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

を
呼
び
掛
け
た
。

同
常
任
理
事
は
ま
た
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
状
況
に
つ
い
て
も
言

及
。
９
月
第
２
週
か
ら
医
療

機
関
へ
の
納
品
が
順
次
開
始

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
同

月
第
５
週
の
時
点
で
、
今
シ

ー
ズ
ン
の
供
給
量
全
体
の
６

割
を
超
え
る
約
３
１
４
７
万

回
分
が
出
荷
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

そ
の
上
で
、
早
期
の
流
行

開
始
を
踏
ま
え
、
厚
労
省
よ

り
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
や
医

療
機
関
・
地
域
の
医
師
会
と

の
調
整
が
つ
い
た
自
治
体
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
の
定
期

接
種
の
開
始
時
期
を
例
年
よ

り
前
倒
し
す
る
こ
と
が
法
令

上
可
能
で
あ
る
旨
が
、
各
自

治
体
に
周
知
さ
れ
た
こ
と
を

紹
介
。
「
お
住
ま
い
の
自
治

体
や
、
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
に
よ
っ
て
は
、
接
種
開

始
の
時
期
が
異
な
る
場
合
が

あ
る
。
接
種
を
希
望
す
る
方

は
自
治
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

や
、
か
か
り
つ
け
医
に
確
認

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
呼
び

掛
け
た
。

さ
ら
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
上

で
、
（
１
）
こ
ま
め
な
手
洗

笹
本
洋
一
常
任
理
事
は
、

厚
生
労
働
省
の
感
染
症
発
生

動
向
調
査
（
令
和
８
年
８
月

17
～
23
日
）
に
よ
る
と
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
定
点
当
た

り
報
告
数
が
１
・
11
（
報
告

数
４
０
９
４
、
定
点
数
は
全

国
で
約
３
０
０
０
カ
所
）
と

な
り
、
流
行
開
始
の
目
安
と

な
る
１
・
00
を
上
回
っ
た
こ

と
か
ら
、
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
の
認

識
を
示
し
た
。

今
年
の
流
行
開
始
は
、
１

９
９
９
年
に
感
染
症
法
が
施

行
さ
れ
て
以
来
、
２
０
０
９

年
に
次
い
で
２
番
目
に
早

く
、
昨
年
は
９
月
下
旬
に
流

行
開
始
し
た
こ
と
を
鑑
み
る

と
、
今
年
は
早
期
か
ら
の
警

戒
が
必
要
な
状
況
に
あ
る
と

指
摘
。
ま
た
、
地
域
別
に
見

る
と
、
一
部
の
地
域
で
は
既

に
患
者
報
告
数
が
高
水
準
に

達
し
て
お
り
、
今
後
、
全
国

的
に
更
に
感
染
拡
大
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
し
て
、
注
意

い
と
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹

底
、（
２
）室
内
の
換
気
、（
３
）

十
分
な
睡
眠
と
休
養

─
が

重
要
と
強
調
。
加
え
て
「
残

暑
の
時
期
は
体
の
倦
怠
感
や

頭
痛
を
夏
バ
テ
と
勘
違
い
し

て
し
ま
い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
へ
の
警
戒
が
薄
れ
が
ち
に

な
る
」
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら

す
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
症

状
が
あ
る
時
は
自
己
判
断
せ

ず
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受

診
し
て
ほ
し
い
と
し
た
。

最
後
に
同
常
任
理
事
は
、

新
学
期
を
迎
え
て
い
る
学
校

や
幼
稚
園
、
保
育
園
等
の
集

団
生
活
の
場
で
は
、
飛ひ

ま

つ沫
や

接
触
に
よ
る
感
染
が
広
が
り

や
す
い
と
し
て
注
意
を
喚

起
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
や
基

礎
疾
患
の
あ
る
方
、
小
児
・

児
童
の
い
る
家
庭
で
は
特
に

注
意
が
必
要
で
あ
る
と
の
認

識
を
示
し
た
上
で
、
「
日
本

医
師
会
と
し
て
も
、
今
後
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
状

況
を
注
視
し
、
必
要
な
情
報

を
随
時
発
信
し
て
い
く
」
と

述
べ
る
と
と
も
に
、
感
染
拡

大
を
防
ぐ
た
め
の
一
人
ひ
と

り
の
行
動
が
大
き
な
力
と
な

る
と
し
て
、協
力
を
求
め
た
。

松
本
会
長
は
ま
ず
、
「
は

く
お
う
Ⅱ
」
で
の
医
療
提
供

が
始
ま
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
、
（
１
）
船
舶
医
療
活
用

法
の
成
立
を
受
け
て
、
昨
年

３
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政

府
の
推
進
計
画
に
は
、
日
本

医
師
会
か
ら
硬
直
的
な
運
用

と
な
ら
な
い
よ
う
、
「
脱
出

船
、
救
護
船
に
限
ら
な
い
、

船
舶
の
多
目
的
な
利
用
」
を

提
案
し
て
き
た
結
果
、
「
５
．

多
目
的
利
用
」
と
い
う
文
言

が
明
記
さ
れ
て
い
た
、
（
２
）

「
は
く
お
う
Ⅱ
」
の
活
用
目

的
は
元
々
、
避
難
者
へ
の
入

浴
・
宿
泊
支
援
だ
っ
た
も
の

の
、
八
代
市
を
始
め
と
し
た

地
域
医
療
に
被
災
の
影
響
が

生
じ
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、
熊
本
県
医
師
会
や
八
代

市
医
師
会
の
働
き
掛
け
に
よ

っ
て
、
８
月
１
日
に
木
村
敬

熊
本
県
知
事
か
ら
防
災
担
当

の
赤
間
二
郎
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
当
時
）
に
対
し
て

「
船
舶
を
活
用
し
た
医
療
の

実
施
」
を
要
請
し
た

─
こ

と
な
ど
を
説
明
。

派
遣
し
た
チ
ー
ム
数
は
延

べ
26
隊
、
隊
員
数
は
延
べ
97

名
で
あ
る
と
し
、
そ
の
活
動

に
つ
い
て
は
、
「
住
民
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
、
船
内

の
患
者
さ
ん
を
陸
上
の
医
療

機
関
に
つ
な
ぐ
な
ど
で
あ

さ
ん
の
生
命
や
健
康
を
守
る

こ
と
に
あ
り
、
支
援
ニ
ー
ズ

に
柔
軟
に
応
じ
る
こ
と
が
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
今
後
も

進
め
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

な
お
、
「
は
く
お
う
Ⅱ
」

で
の
入
浴
・
宿
泊
支
援
は
９

月
13
日
に
終
了
と
な
り
、
藤

原
慶
正
常
任
理
事
が
再
び
現

地
入
り
し
、
運
用
終
了
を
見

届
け
た
。

り
、
患
者
さ
ん
の
数
は
必
ず

し
も
多
く
は
な
か
っ
た
が
、

今
回
の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
よ
る
迅

速
か
つ
手
厚
い
対
応
に
よ

り
、
船
舶
医
療
で
の
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
役
割
の
大
き
さ
を
実
証

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
し

た
。併

せ
て
、
①
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に

参
加
し
た
医
師
の
レ
ポ
ー
ト

で
も
「
『
は
く
お
う
Ⅱ
』
の

活
動
は
、
震
災
フ
ェ
ー
ズ
が

急
性
期
を
過
ぎ
た
状
況
下
に

お
け
る
支
援
と
し
て
有
益
だ

っ
た
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る

②
「
は
く
お
う
Ⅱ
」
で
診
察

を
受
け
た
患
者
か
ら
御
礼
状

が
届
い
て
い
る

─
こ
と
な

ど
も
紹
介
し
、
そ
の
活
動
の

意
義
を
強
調
し
た
。

そ
の
上
で
松
本
会
長
は
、

「
『
は
く
お
う
Ⅱ
』
は
国
の
事

業
で
あ
る
と
は
い
え
、
水
足

秀
一
郎
熊
本
県
医
師
会
長
に

は
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
だ
け
で
な
く
、

事
務
局
職
員
の
継
続
的
派
遣

に
、
ま
た
、
西
文
明
八
代
市

医
師
会
長
に
は
地
元
の
医
療

機
関
と
の
調
整
や
事
務
局
職

員
の
派
遣
等
に
そ
れ
ぞ
れ
尽

力
い
た
だ
い
た
」
と
し
て
、

改
め
て
両
医
師
会
に
対
し
て

感
謝
の
意
を
表
明
し
た
。

そ
の
他
、
今
回
の
熊
本
地

震
に
お
け
る
対
応
を
振
り
返

り
、
「
多
数
の
患
者
が
発
生

す
る
一
方
、
被
災
地
の
医
療

機
能
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
、
対
応
困
難
に
な
る

と
い
う
状
況
に
は
幸
い
に
も

な
ら
な
か
っ
た
」
と
し
た
上

で
、
「
ど
の
よ
う
な
災
害
に

も
様
々
な
特
色
が
あ
り
、
対

応
策
も
異
な
る
。
大
切
な
こ

と
は
被
災
地
の
住
民
や
患
者

令和８年熊本地震での
JMAT活動を紹介した動画を公開中！

　日本医師会はショート動画「日本医師会
災害医療チームJMATの活動　シリーズ１」
を制作し、公式YouTubeチャンネルで公開
しています。
　７月28日に熊本県熊本地方を震源とす
る最大震度７の地震が発生したことを受け
て、日本医師会では直ちに松本吉郎会長を
本部長とした災害対策本部を設置しまし
た。その後、翌29日には第1回災害対策
本部会議を、WEB形式で開催するとともに、
31日には日本医師会災害医療チーム「JMAT」
の派遣を全国の医師会による支援体制に
拡大することを決定。被災地での支援活動
に尽力してきました。
　今回の動画は、実際に「JMAT」として
活動されている医師の方々から提供を受け
た写真の一部を使ってその活動を紹介するとともに、被災地
の医療を取り戻すまで、「JMAT」の派遣を継続していくという
日本医師会の決意を示したものとなっています。
　ぜひ、ご覧ください。

動画は
こちらから
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ヘルスリテラシーを高めることを目的として
動画を制作

　昨今、健康・医療に関する情報はネットなどで簡単に入手できる時代となりましたが、
玉石混交の情報から正しく適切な情報を取捨選択するためにも、ヘルスリテラシーを高
めることが求められています。
　日本医師会では、そのような状況を踏まえて、この度ヘルスリテラシーを高めてもらう
活動の一環として、動画シリーズ「アップデートしよう！　わたしのヘルスリテラシー」を
制作し、2本の動画を公式YouTubeチャンネルで公開しました。
◦「Part1.その情報、信じて大丈夫？」
　SNSなどで広がっている「スぺ120」〔身長（cm） から 体重（kg）を差し引いた数値
が120となるのが理想の体型だとする指標〕を取り上げ、この言葉を信じて無理なダイエ
ットをしてしまう若者に対して注意を呼び掛けるとともに、信頼できる情報を見分けるこ
との大切さを伝えています。
◦「Part2.ヘルスリテラシーってなんだろう？」
　ヘルスリテラシーとは、どのような能力なのかを説明した上で、その力が高い場合と
低い場合ではどのようなことが起きるのかなどを具体的な例を挙げて説明。その重要性
を認識してもらうとともに、その能力を高めるために、日頃からできることなどを紹介し
ています。
　ぜひ、ご覧ください。

希望する会員の先生方に本動画のデータをプレゼント
　なお、希望する会員の先生方には本動画のデータを2本セットで差し上げています。（1）
所属機関、（2）氏名、（3）電話番号─を明記の上、タイトルを「ヘルスリテラシー動
画希望」として、下記までメールにてお申し込みください。頂いたメールアドレス宛に動
画のダウンロードURLをお送りします。

問い合わせ・申し込み先：
　日本医師会広報課　 03-3946-2121（代）、 kouhou@po.med.or.jp

Part1

Part2

松
本
吉
郎
会
長
は
９
月
９

日
、
宇
津
木
妙
子
日
本
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
機
構

（
Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ
）
副
会
長
／

キ
ャ
プ
テ
ン
ら
と
共
に
合
同

記
者
会
見
を
実
施
。
同
機
構

が
実
施
す
る
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

運
動
を
後
援
す
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力

を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
が
ん
検
診
の
重
要
性

へ
の
理
解
が
広
が
る
こ
と
に

期
待
感
を
示
し
た
。

同
機
構
で
は
２
０
２
２
年

の
リ
ー
グ
発
足
初
年
度
よ

り
、
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
の

取
り
組
み
を
開
始
。
選
手
が

ピ
ン
ク
の
ア
イ
テ
ム
を
身
に

着
け
て
試
合
に
臨
む
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

情
報
発
信
や
試
合
会
場
で
の

啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布
な
ど
、

活
動
の
幅
を
広
げ
て
き
た
。

今
回
は
、
創
立
５
周
年
と
い

う
節
目
の
年
を
迎
え
た
こ
と

か
ら
、
日
本
医
師
会
に
同
運

動
に
対
す
る
後
援
を
依
頼
し

た
と
い
う
。

が
ん
検
診
の
受
診
者
増
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待 

               

─
松
本
会
長

松
本
会
長
は
、
同
機
構
の

運
動
を
後
援
す
る
こ
と
に
な

っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
「
こ

む
予
定
で
あ
る
と

し
、
期
間
中
、
多

く
の
方
々
の
声
に

耳
を
傾
け
な
が

ら
、
ピ
ン
ク
色
の

ア
イ
テ
ム
を
身
に

着
け
て
球
場
へ
歩

い
て
向
か
う
「
ピ
ン
ク
リ
ボ

ン
ウ
ォ
ー
ク
」
の
実
施
や
、

球
場
へ
の
乳
が
ん
検
診
車
の

設
置
に
よ
る
観
戦
時
の
検
診

機
会
の
提
供
な
ど
、
地
域
や

フ
ァ
ン
と
共
に
啓
発
活
動
を

更
に
広
げ
て
い
く
展
望
を
示

し
た
。

さ
ら
に
、
「
日
本
医
師
会

が
有
す
る
医
療
の
専
門
的
な

知
見
と
、
Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ
が
持

つ
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
掛
け
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
運
動
を
よ
り
大
き
な
社

会
の
動
き
へ
と
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
た
い
」

と
し
た
。

今
年
の
主
な
取
り
組
み
で

あ
る
①
球
場
を
ピ
ン
ク
に
染

め
る
②
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ

ア
ネ
ス
の
普
及
③
応
援
を
支

援
に
つ
な
げ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
④
持
ち
帰
れ
る
小
さ
な
き

っ
か
け

─
に
つ
い
て
は
、

戸
田
中
央
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
埼

玉
の
今
田
ま
な
主
将
並
び
に

投
手
の
後
藤
希
友
選
手
が
そ

れ
ぞ
れ
報
告
を
行
っ
た
。

今
田
主
将
は
、
①
に
つ
い

て
、
10
月
の
リ
ー
グ
戦
に
お

い
て
、
全
チ
ー
ム
の
選
手
・

監
督
、
審
判
が
ピ
ン
ク
色
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
キ
ャ
ッ
プ

等
を
着
用
し
て
試
合
に
臨
む

こ
と
を
説
明
。
来
場
者
に
は

「
ピ
ン
ク
色
の
ア
イ
テ
ム
を

身
に
着
け
て
球
場
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、
一
緒
に
活

動
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
た
。

②
に
関
し
て
は
、
Ｊ
Ｄ
リ

ー
グ
全
16
チ
ー
ム
の
選
手
が

出
演
す
る
啓
発
動
画
を
制
作

し
た
こ
と
を
紹
介
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
球
場
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
で

発
信
し
、
「
自
分
の
身
体
に

関
心
を
持
つ
こ
と
」
の
大
切

さ
を
選
手
の
言
葉
で
伝
え
る

と
と
も
に
、試
合
会
場
で
は
、

日
本
対
が
ん
協
会
が
提
供
す

る
「
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア

ネ
ス
ブ
ッ
ク
」
を
配
布
す
る

と
し
、
「
観
戦
の
思
い
出
と

と
も
に
、
健
康
を
考
え
る
き

っ
か
け
も
ぜ
ひ
、
持
ち
帰
っ

て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

後
藤
選
手
は
③
に
つ
い

て
、
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
と
し
て
マ
フ
ラ

ー
タ
オ
ル
と
キ
ャ
ッ
プ
を
販

売
し
、
そ
の
売
り
上
げ
の
一

部
を
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
関
連
団

体
に
寄
付
す
る
こ
と
を
説
明
。

ま
た
、
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運

動
終
了
後
に
は
、
選
手
が
実

際
に
着
用
し
た
キ
ャ
ッ
プ
を

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
に
出
品
し
、
そ
の
収
益
を

日
本
対
が
ん
協
会
の
「
ほ
ほ

え
み
基
金
」
に
寄
付
す
る
予

定
で
あ
る
と
し
、
「
ス
ポ
ー

ツ
だ
か
ら
こ
そ
生
み
出
せ

る
、
温
か
な
循
環
を
広
げ
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

④
に
関
し
て
は
、
試
合
会

場
に
お
い
て
、
来
場
者
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配

布
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
「
こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

身
近
な
も
の
に
貼
り
、
日
常

生
活
の
中
で
ふ
と
目
に
し
た

際
に
『
自
分
の
健
康
に
つ
い

て
考
え
て
み
よ
う
』
『
大
切

な
人
の
健
康
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
』
と
思
い
出
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
、
小
さ
な

き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
れ

ば
あ
り
が
た
い
」
と
し
た
。

れ
ま
で
日
本
医
師
会
は
が
ん

検
診
の
受
診
率
向
上
を
目
指

し
て
、
日
本
対
が
ん
協
会
が

行
っ
て
い
る
『
ピ
ン
ク
リ
ボ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
の
後

援
の
他
、
女
性
の
が
ん
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

等
を
通
じ
て
、
が
ん
検
診
の

重
要
性
を
呼
び
掛
け
て
き
た

が
、
そ
れ
に
相
通
じ
る
も
の

が
あ
っ
た
か
ら
だ
」
と
説
明
。

今
後
は
本
活
動
の
周
知
に
加

え
、
ポ
ス
タ
ー
や
公
式
戦
で

の
観
客
へ
配
布
す
る
グ
ッ
ズ

の
活
用
等
を
通
じ
て
、
今
回

の
運
動
に
協
力
し
て
い
く
姿

勢
を
示
し
た
。

ま
た
、
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
よ
う
に
人
気
の
高
い
競
技

の
選
手
の
皆
さ
ん
が
、
公
式

戦
を
通
じ
て
が
ん
検
診
の
受

診
を
呼
び
掛
け
て
く
だ
さ
る

こ
と
は
、
日
本
医
師
会
と
し

て
も
大
変
あ
り
が
た
い
」
と

述
べ
、
こ
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
多
く
の
方
々
の
検
診
受

診
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
に
期

待
を
寄
せ
る
と
と
も
に
、
日

本
医
師
会
と
し
て
も
引
き
続

き
、
が
ん
を
予
防
す
る
活
動

に
尽
力
し
て
い
く
姿
勢
を
示

し
た
。

て
正
し
く
知
る
こ
と
、
自
分

の
身
体
に
関
心
を
も
つ
こ

と
、
必
要
な
時
に
医
療
に
つ

な
が
る
こ
と
、
こ
う
し
た
大

切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
医
療
の

専
門
家
で
あ
る
日
本
医
師
会

と
一
緒
に
発
信
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く

の
方
に
届
け
て
い
き
た
い
」

と
そ
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

ま
た
、
本
活
動
は
２
０
２

８
年
ま
で
継
続
し
て
取
り
組

日
本
医
師
会
後
援
に
よ
り

 
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
機
構
が

                                    

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
を
実
施
へ

日
本
医
師
会・日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
機
構
合
同
記
者
会
見

９
人
で
守
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

か
ら
９
人
に
1
人
の
未
来

を
守
る 

   

─
宇
津
木
Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ 

                     

副
会
長

宇
津
木
日
本
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
機
構
副
会
長

は
、
Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ
で
は
同
機

構
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
社
会
に

笑
顔
を
」
の
下
、
（
１
）
「
健

康
」「
感
謝
」「
個
性
」「
表
現
」

を
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
と
し
て
、

選
手
が
健
康
で
あ
る
、
（
２
）

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く

輝
く
、
（
３
）
私
た
ち
の
活

動
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
の

健
康
や
笑
顔
に
つ
な
げ
て
い

く

─
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
と
説
明
。

そ
の
上
で
、
乳
が
ん
に
関

し
て
、
日
本
人
女
性
の
９
人

に
１
人
が
罹り

か

ん患
す
る
現
状

と
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
９
人

で
プ
レ
ー
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
「
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
立
つ
９
人
の
う

ち
、
１
人
が
乳
が
ん
を
経
験

す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指

摘
。
「
『
９
人
で
守
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
』
か
ら
『
９
人
に
１
人

の
未
来
を
守
る
』
と
い
う
想

い
を
胸
に
、
乳
が
ん
に
つ
い

て
考
え
、
行
動
す
る
き
っ
か

け
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

ま
た
、
今
回
の
日
本
医
師

会
に
よ
る
後
援
に
つ
い
て

は
、
「
本
機
構
に
と
っ
て
も

大
き
な
一
歩
」
と
述
べ
る
と

と
も
に
、
「
乳
が
ん
に
つ
い

左から茂松副会長、松本会長、宇津木JDリーグ副会長、今田主将、後藤選手
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県
医
師
会
参

与
）
か
ら
松

本
吉
郎
会
長

に

提

出

し

た
。答

申

は

「
１
．

は
じ

め
に
」「
２
．

『
院
内
調
査

の
要
点
２
０

２
４
』
で
提

示
し
た
理
念

の

確

認
」

「
３
．

医
療

事
故
調
査
制

度
の
取
り
組

み
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
」

「
４
．
課
題
解
決
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
～
日
常
の

医
療
安
全
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
～
」
「
５
．
む
す
び
」

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
２
．」
で
は
医
療
事
故
調

査
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
は

何
が
起
こ
っ
た
の
か
を
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
で
あ
り
、

は
、
い
わ
ゆ

る
「
善
き
サ

マ

リ

ア

人

法
」
を
日
本

に
導
入
す
る

こ
と
の
是
非

に
つ
い
て
検

討
し
た
結
果

を
報
告
書
と

し
て
取
り
ま

と
め
、
担
当

の
渡
辺
弘
司

常
任
理
事
同

席
の
下
、
森

本
紀
彦
委
員

長
（
島
根
県

医
師
会
長
）
か
ら
松
本
吉
郎

「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
に
お
け

る

救

急

医

療
」
Ｗ
Ｇ
の

報

告

書

で

は
、
高
齢
者

の
救
急
搬
送

が
増
加
す
る

中
で
、
救
急

医
療
機
関
、

在
宅
医
療
、

介

護
・

福

祉
、
消
防
機

関
と
の
情
報

共
有
の
在
り

方
に
つ
い
て
重
点
的
に
検

討
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

（
１
）
各
地
域
で
の
取
り
組

み
を
体
系
的
に
収
集
・
分
析

し
、
よ
り
広
域
な
情
報
共
有

や
連
携
に
向
け
た
横
展
開
の

推
進
を
図
る
、
（
２
）
救
急

と
在
宅
、
介
護
施
設
と
の
情

報
共
有
は
受
け
入
れ
医
療
機

関
の
病
床
利
用
の
適
正
化
に

資
し
、
地
域
医
療
体
制
の
維

持
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
積

極
的
な
情
報
共
有
・
連
携
の

推
進
を
図
る
、
（
３
）
救
急

現
場
で
は
Ａ
Ｄ
Ｌ
、
要
介
護

度
、
患
者
の
Ａ
Ｃ
Ｐ
や
Ｄ
Ｎ

Ａ
Ｒ
な
ど
の
情
報
が
参
照
で

き
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
Ｉ

令
和
６
・
７
年
度

 
会
内
委
員
会
答
申
・
報
告
書

（
全
文
は
日
本
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
メ
ン
バ
ー
ズ
ル
ー
ム
」
に
掲
載
）

■■■■■■■■

医
療
安
全
対
策
委
員
会
答
申

 

「
医
療
事
故
調
査
制
度
の

    

取
り
組
み
を
日
常
の
医
療
安
全
に

�

活
か
す
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
」

■■■■■■■■

医
事
法
関
係
検
討
委
員
会
報
告
書

 

「
い
わ
ゆ
る『
善
き
サ
マ
リ
ア
人
法
』の

�

わ
が
国
へ
の
導
入
に
つ
い
て
」

■■■■■■■■

救
急
災
害
医
療
対
策
委
員
会
報
告
書

 

「
直
近
の
情
勢
を
踏
ま
え
た
医
師
会
の

�

救
急
災
害
医
療
対
策
に
つ
い
て
」

医
療
安
全
対
策
委
員
会
は

会
長
諮
問
「
医
療
事
故
調
査

制
度
の
取
り
組
み
を
日
常
の

医
療
安
全
に
活
か
す
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
」
に
対
す
る

答
申
を
取
り
ま
と
め
、
担
当

の
藤
原
慶
正
常
任
理
事
同
席

の
下
、紀
平
幸
一
委
員
長（
静

岡
県
医
師
会
顧
問
）
並
び
に

上
野
道
雄
副
委
員
長
（
福
岡

医
事
法
関
係
検
討
委
員
会

救
急
災
害
医
療
対
策
委
員

会
は
会
長
諮
問
「
直
近
の
情

勢
を
踏
ま
え
た
医
師
会
の
救

急
災
害
医
療
対
策
に
つ
い

て
」
に
対
す
る
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
、
担
当
の
茂
松
茂

人
副
会
長
並
び
に
細
川
秀
一

常
任
理
事
（
当
時
）
同
席
の

下
、
山
口
芳
裕
委
員
長
（
国

際
医
療
福
祉
大
学
特
任
教

授
）
か
ら
、
松
本
吉
郎
会
長

に
提
出
し
た
。

本
報
告
書
で
は
委
員
会
の

下
に
設
置
し
た
四
つ
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、

Ｗ
Ｇ
）
の
う
ち
、
三
つ
の
Ｗ

Ｇ
で
取
り
ま
と
め
た
報
告
書

の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
一
連
の
経
過

を
詳
細
に
ま
と
め
、
分
析
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
示
し
て
い
る
。

「
３
．」
で
は
、
（
１
）
多

く
の
院
内
調
査
で
は
、
や
や

も
す
る
と
短
絡
的
に
、
診
療

行
為
に
過
誤
が
あ
っ
た
か
否

か
の
検
証
に
走
り
が
ち
で
あ

る
、
（
２
）
医
療
事
故
の
構

造
上
の
問
題
は
多
岐
に
及
ぶ

一
方
、
現
代
の
医
療
は
専
門

が
細
分
化
さ
れ
、
院
内
調
査

に
参
加
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
委

員
は
、
専
門
以
外
の
領
域
の

鑑
別
疾
患
や
関
連
す
る
事
象

を
抽
出
す
る
こ
と
は
難
し

い
、
（
３
）
各
医
療
機
関
の

指
示
簿
の
記
載
内
容
、
記
載

方
法
等
は
外
部
委
員
に
は
判

断
が
つ
き
づ
ら
い

─
な
ど

の
課
題
を
挙
げ
て
い
る
。

「
４
．」
で
は
、
院
内
調
査

を
医
療
機
関
自
ら
が
主
体
的

に
遂
行
で
き
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
、
長
期
的
に
見
れ

ば
医
療
安
全
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
に
な
る
と
し
た
上

で
、
今
後
日
本
医
師
会
が
取

り
組
む
べ
き
対
応
策
と
し

て
、
①
医
療
機
関
の
管
理

者
・
実
務
者
に
向
け
て
は
、

「
院
内
調
査
の
要
点
２
０
２

４
」
及
び
そ
の
理
念
の
普
及

を
図
る
②
医
師
会
関
係
者
に

向
け
て
は
、
「
院
内
調
査
の

要
点
２
０
２
４
」
を
確
実
に

理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、
説

明
会
、
講
習
会
等
の
機
会
を

積
極
的
に
設
け
る
③
医
療
事

故
調
査
制
度
に
関
す
る
国
民

へ
の
普
及
啓
発
、
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
へ
の
情
報
発
信
に
医
師

会
自
ら
も
取
り
組
む

─
こ

と
の
３
点
を
挙
げ
て
い
る
。

会
長
に
提
出
し
た
。

報
告
書
は
「
１
．
は
じ
め

に
」
「
２
．
問
題
の
所
在
と

こ
れ
ま
で
の
検
討
の
概
要
」

「
３
．
本
委
員
会
に
お
け
る

検
討
の
概
要
」
「
４
．
急
病

者
の
救
護
と
法
的
課
題
に
対

す
る
医
療
者
・
国
民
の
意
識

に
つ
い
て
」
「
５
．
い
わ
ゆ

る
『
善
き
サ
マ
リ
ア
人
法
』

の
わ
が
国
へ
の
導
入
に
つ
い

て
」
「
６
．
む
す
び
」
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

「
２
．
」
で
は
、
日
本
救
急

医
学
会
、
日
本
賠
償
科
学
会

の
合
同
委
員
会
が
令
和
５
年

に
公
表
し
た
提
言
の
内
容

や
、
我
が
国
に
お
け
る
「
善

き
サ
マ
リ
ア
人
法
」
に
関
す

る
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
緯
な

ど
を
紹
介
。

「
３
．
」
で
は
、
各
分
野
か

ら
有
識
者
や
専
門
家
を
招
い

て
講
話
を
し
て
い
た
だ
い
た

内
容
や
、
説
明
を
受
け
て
得

た
知
見
を
「
民
法
の
緊
急
事

務
管
理
規
定
と
刑
事
法
の
過

失
の
関
係
」
「
医
師
の
救
護

行
為
の
法
的
性
質
」
「
航
空

機
内
で
の
急
病
者
対
応
に
つ

い
て
」
「
立
法
の
視
点
」
に

分
け
て
、
記
し
て
い
る
。

「
４
．
」
で
は
、
日
本
医
師

会
が
実
施
し
た
「
医
療
施
設

外
で
の
急
病
人
等
の
救
護
に

関
す
る
意
識
調
査
」
や
、
令

和
８
年
５
月
に
開
催
し
た

「
い
わ
ゆ
る
『
善
き
サ
マ
リ

ア
人
法
』
に
つ
い
て
考
え
る

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
内

容
を
紹
介
。
多
く
の
医
師
は
、

偶
然
遭
遇
し
た
急
病
者
に
対

し
て
、
可
能
な
限
り
救
護
す

る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い

る
こ
と
、
そ
の
際
の
法
的
責

任
の
問
題
に
つ
い
て
も
強
い

懸
念
を
抱
い
て
い
る
現
状
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

し
て
い
る
。

「
５
．」
で
は
、
法
制
化
す

る
に
し
て
も
、
医
療
関
係
者

等
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、

広
く
国
民
全
般
を
対
象
と
す

る
法
律
を
目
指
す
こ
と
が
適

当
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が

委
員
会
内
で
は
有
力
で
あ
っ

た
こ
と
を
報
告
。
医
療
界
、

医
師
会
に
対
し
て
は
、
日
頃

か
ら
職
業
倫
理
の
陶と

う

や冶
、
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー

ト
ノ
ミ
ー
の
徹
底
を
図
る
こ

と
が
特
に
重
要
と
し
て
い

る
。「６

．」
で
は
、
日
本
医
師

会
に
対
し
て
、
国
民
の
生
命

と
健
康
を
守
る
た
め
の
重
要

な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
「
善

き
サ
マ
リ
ア
人
法
」
に
つ
い

て
、
継
続
的
な
検
討
を
重
ね

て
い
く
こ
と
を
要
望
し
て
い

る
。

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
全
国
的
な

情
報
共
有
の
基
盤
整
備
を
国

に
対
し
て
求
め
る

─
こ
と

な
ど
を
日
本
医
師
会
に
対
し

て
提
言
し
て
い
る
。

「
日
本
医
師
会
二
次
救
命

処
置
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
研
修
の
普

及
・
教
育
資
材
」
Ｗ
Ｇ
の
報

告
書
で
は
、
『
Ｊ
Ｒ
Ｃ
蘇
生

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
２
５
』

で
見
直
し
が
必
要
と
な
る
可

能
性
の
あ
る
内
容
や
、
今
後

整
備
す
べ
き
教
育
資
材
の
方

向
性
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

「
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
災

害
に
備
え
た
医
療
体
制
」
Ｗ

Ｇ
の
報
告
書
で
は
、
日
本
医

師
会
で
実
施
し
た
「
大
規
模

イ
ベ
ン
ト
医
療
・
救
護
研
修

会
」
の
概
要
や
、
大
阪
・
関

西
万
博
や
東
京
で
の
大
規
模

イ
ベ
ン
ト
の
経
験
を
踏
ま
え

た
今
後
の
課
題
な
ど
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
も
う
一
つ
の
Ｗ
Ｇ

で
あ
る
「
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
あ
り

方
」
Ｗ
Ｇ
が
取
り
ま
と
め
た

中
間
報
告
書
の
内
容
は
、
令

和
８
年
１
月
１
日
付
で
改
正

さ
れ
た
「
日
本
医
師
会
の
防

災
業
務
計
画
」
及
び
「
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
要
綱
」
に
反
映
さ
れ
た
。

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 
03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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小
さ
な
文
字
が
読
め
な
く

て
、
老
眼
鏡
が
な
け
れ
ば
仕

事
に
な
ら
な
い
。
ま
し
て
文

庫
本
を
読
む
に
は
老
眼
鏡
と

拡
大
鏡
と
が
必
要
に
な
る
た

め
、
読
書
離
れ
を
し
て
久
し

く
な
る
。
た
だ
し
、
ず
っ
と

心
に
留
め
て
い
る
作
品
が
あ

る
。
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

の
『
星
の
王
子
さ
ま
』
だ
。

高
校
２
年
の
夏
休
み
明
け

の
話
で
あ
る
。
英
語
の
Ａ
先

生
が
、
教
壇
の
上
か
ら
『
星

の
王
子
さ
ま
』
の
文
庫
本
を

皆
に
見
せ
て
、
「
今
年
の
夏

休
み
に
は
こ
の
本
を
読
み
返

し
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

別
に
当
時
の
教
材
だ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
原
文
や
英
訳

を
読
ま
れ
た
わ
け
で
も
な
か

っ
た
。
た
だ
自
分
が
年
齢
を

経
る
ご
と
に
、
読
み
返
し
て

は
感
じ
る
事
が
変
わ
っ
て
い

く
お
話
だ
と
紹
介
さ
れ
た
。

「
何
度
目
だ
っ
た
か
忘
れ
た

が
、
今
回
も
面
白
か
っ
た
」

と
。
そ
の
Ａ
先
生
の
せ
り
ふ

が
、
私
の
心
深
く
に
刻
み
込

ま
れ
た
。
そ
ん
な
事
を
言
い

そ
う
に
な
い
先
生
だ
っ
た
か

ら
か
も
し
れ
な
い
。

『
星
の
王
子
さ
ま
』
は
、

誰
も
が
知
っ
て
い
る
児
童
文

学
の
金
字
塔
。
特
徴
的
な
挿

絵
は
一
目
で
分
か
る
が
、
大

古
井
由
吉
氏
に
『
漱
石
の

漢
詩
を
読
む
』
と
い
う
著
作

が
あ
り
ま
す
。
漱
石
は
小
説

家
と
し
て
高
名
で
す
が
、
英

語
に
堪
能
で
あ
っ
た
の
と
同

時
に
、
俳
諧
や
漢
詩
に
も
そ

の
才
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

ま
し
た
。
幼
少
期
の
漢
文
素

読
な
ど
で
培
わ
れ
た
素
養

が
、
そ
の
後
の
語
学
や
文
学

の
才
能
開
花
の
基
礎
と
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

漱
石
の
文
学
的
達
成
の
根

底
に
「
漢
文
」
が
あ
る
と
い

う
観
点
は
、
漱
石
研
究
に
お

け
る
極
め
て
重
要
な
視
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
古
井
氏
が

同
著
で
示
し
た
よ
う
に
、
漱

石
に
と
っ
て
漢
詩
は
単
な
る

趣
味
で
は
な
く
、
自
己
の
精

神
を
最
も
純
粋
に
吐
露
で
き

る
表
現
形
式
で
し
た
。
幼
少

期
の
漢
文
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

漱
石
の
文
学
的
骨
格
を
作
っ

た
こ
と
は
多
く
の
資
料
で
裏

付
け
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
漢

詩
は
中
国
の
詩
人
が
読
ん
で

も
美
し
く
、
日
本
文
学
の
歴

史
に
お
い
て
も
一
つ
の
大
き

な
頂
を
形
成
し
て
い
る
と
結

論
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

漱
石
は
英
語
も
堪
能
な

「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
」
以
上
の

マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
な
存
在
で

し
た
が
、
彼
に
と
っ
て
英
語

は
「
近
代
的
な
個
人
が
世
界

や
世
間
を
批
評
す
る
た
め
の

言
語
」
で
あ
り
、
漢
文
は
「
裸

の
個
人
が
世
界
や
宇
宙
と
つ

な
が
る
た
め
の
言
語
」
と
し

て
機
能
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
私
は
感
じ
ま
し
た
。

古
井
氏
は
同
著
の
中
で
、

日
本
語
の
特
質
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
日
本
は
単
一
言
語
の
た
め

に
、
な
か
な
か
外
国
語
を
話

す
こ
と
に
習
熟
し
な
い
、
と

い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
も

う
少
し
深
く
取
る
と
、
日
本

国
こ
そ
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
だ
、

と
も
い
え
る
の
で
す
。
（
中

略
）
漢
字
と
は
外
国
の
文
字

で
す
。
こ
れ
を
い
ち
い
ち
和

こ
と
。
天
地
の
感
覚
さ
え
失

わ
れ
る
砂
漠
で
の
臨
死
体

験
、
そ
し
て
戦
争
に
対
す
る

葛
藤
。
こ
の
物
語
に
は
想
像

を
絶
す
る
背
景
が
あ
っ
た
の

だ
。謎

解
き
の
鍵
を
見
付
け
た

思
い
で
文
庫
本
を
読
み
直
し

た
。
グ
サ
グ
サ
突
き
刺
さ
っ

て
き
た
。
生
き
て
い
く
上
で

避
け
ら
れ
な
い
様
々
な
普
遍

的
テ
ー
マ
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
な
る
ほ
ど
、
読
者
の

年
代
に
よ
っ
て
感
じ
る
事
が

変
わ
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

Ａ
先
生
が
鬼
籍
に
入
ら
れ

て
も
う
10
年
が
経
つ
だ
ろ
う

か
。
Ａ
先
生
は
何
度
こ
の
物

語
を
読
み
返
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
？　

そ
し
て
私
は
こ
れ
か

ら
何
度
、
こ
の
本
を
読
み
返

せ
る
だ
ろ
う
。

好
き
な
お
話
で
は
な
か
っ

た
。
Ａ
先
生
は
何
を
面
白
い

と
言
っ
た
の
だ
ろ
う
？　

心

の
隅
に
引
っ
か
か
っ
た
ま
ま

で
あ
っ
た
。

よ
う
や
く
２
０
２
５
年
に

転
機
が
訪
れ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「
１
０
０
分de

名
著
」
が
サ

ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
を
取
り

上
げ
た
の
だ
。
そ
こ
で
初
め

て
、
作
者
の
経
歴
や
思
想
を

知
っ
た
。
黎れ

い
め
い明

期
の
飛
行
機

パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
っ
た
こ

と
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
に
不
時
着

し
て
遭
難
し
た
こ
と
、
第
二

次
世
界
大
戦
の
最
中
に
『
星

の
王
子
さ
ま
』
を
執
筆
し
た

実
家
の
庭
に
は
父
が
植
え

た
た
く
さ
ん
の
樹
木
が
あ
っ

た
。
子
ど
も
の
頃
の
お
気
に

入
り
は
良
い
香
り
の
沈じ

ん
ち
ょ
う
げ

丁
花

と
金き

ん
も
く
せ
い

木
犀
、
そ
れ
か
ら
実
が

食
べ
ら
れ
る
グ
ミ
や
イ
チ
ジ

ク
だ
っ
た
。
あ
の
頃
は
花
や

果
実
の
香
り
と
味
か
ら
季
節

を
感
じ
取
っ
て
い
た
よ
う
に

思
う
。

そ
の
影
響
か
我
が
家
に
も

季
節
を
感
じ
ら
れ
る
樹
木
を

植
え
て
い
る
。
梅
や
サ
ク
ラ

ン
ボ
、
柿
、
柚
子
の
木
は
娘

た
ち
に
収
穫
の
喜
び
を
教
え

て
く
れ
た
。
12
年
ほ
ど
前
、

新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
熊

本
県
八
代
特
産
の
晩ば

ん

ぺ

い

ゆ

白
柚
の

木
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
応
募

し
た
。
晩
白
柚
は
直
径
５
～

30
セ
ン
チ
と
柑
橘
類
の
中
で

も
最
大
級
の
ザ
ボ
ン
の
一
種

で
、
１
９
２
０
年
に
日
本
に

伝
わ
り
主
に
八
代
地
方
で
栽

培
さ
れ
て
い
る
。
12
月
か
ら

収
穫
が
始
ま
り
３
月
頃
ま
で

は
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
。

厚
い
皮
に
包
ま
れ
た
果
肉
は

さ
わ
や
か
な
甘
味
と
酸
味
が

特
徴
だ
。
そ
の
外
観
か
ら
、

ま
ず
は
飾
っ
て
見
て
楽
し

み
、
香
り
を
楽
し
み
、
果
肉

を
食
べ
て
楽
し
み
、
厚
い
皮

で
お
菓
子
を
作
る
こ
と
も
で

き
る
。

八
代
の
日ひ

な

ぐ

奈
久
温
泉
（
６

０
０
年
の
歴
史
を
も
つ
）
に

宿
泊
し
て
、
果
樹
園
で
は
割

り
当
て
ら
れ
た
木
の
受
粉
作

業
（
５
月
）・
摘
果
作
業
（
７

月
）
・
収
穫
作
業
（
12
月
）

に
参
加
し
た
。
オ
ー
ナ
ー
に

な
っ
た
１
本
の
木
か
ら
20
個

ほ
ど
の
大
き
な
晩
白
柚
の
実

が
収
穫
で
き
た
。
初
め
て
参

加
し
た
年
の
収
穫
祭
の
お
楽

し
み
会
で
夫
が
じ
ゃ
ん
け
ん

ゲ
ー
ム
を
勝
ち
抜
い
た
。
賞

品
で
頂
い
た
60
セ
ン
チ
程
の

晩
白
柚
の
苗
木
を
早
速
庭
に

植
え
た
。
植
樹
か
ら
２
年
半

後
に
初
め
て
花
が
咲
い
た
の

で
受
粉
し
て
み
た
。
自
家
受

粉
で
は
結
実
が
難
し
い
と
聞

い
て
い
た
の
で
期
待
は
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
立
派
な
実

が
一
つ
だ
け
収
穫
で
き
た
。

そ
の
翌
年
は
実
が
大
き
く
な

ら
ず
に
落
ち
て
し
ま
っ
た

が
、
次
の
年
は
何
と
５
個
も

収
穫
で
き
た
。
そ
の
後
も
数

個
の
収
穫
が
あ
っ
た
年
や
、

台
風
で
枝
や
葉
が
落
ち
て
し

ま
い
実
ら
な
か
っ
た
残
念
な

年
も
あ
っ
た
。

４
年
前
に
植
木
市
で
晩
白

柚
の
木
を
も
う
一
本
手
に
入

れ
て
隣
に
植
え
た
。
２
年
前

に
や
っ
と
花
が
咲
い
た
の
で

他
家
受
粉
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
期
待
し
て
い
た
昨
年

は
台
風
に
や
ら
れ
て
収
穫
は

ゼ
ロ
だ
っ
た
。
だ
が
今
年
は

台
風
の
影
響
が
無
か
っ
た
お

陰
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
で
最

高
記
録
と
な
る
６
個
の
実
が

育
っ
て
い
る
。
年
末
に
は
収

穫
祭
を
行
う
つ
も
り
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
八
代
の
オ

ー
ナ
ー
制
度
は
終
了
し
て
し

ま
っ
た
が
、
我
が
家
の
庭
の

晩
白
柚
の
木
は
こ
れ
か
ら
も

大
き
な
実
を
つ
け
て
私
を
幸

せ
な
気
持
ち
に
し
て
く
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。

晩
白
柚
の
他
に
柚
子
や
レ

モ
ン
の
木
か
ら
も
収
穫
の
喜

び
を
も
ら
っ
て
い
る
。
柑
橘

系
の
木
は
春
に
咲
く
花
の
香

り
が
気
持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

さ
せ
て
く
れ
る
。
実
が
少
し

ず
つ
大
き
く
な
っ
て
く
る
と

愛
お
し
く
な
る
。
そ
し
て
収

穫
は
最
高
の
ご
褒
美
だ
。
実

あ
る
暮
ら
し
の
お
陰
で
実
り

あ
る
暮
ら
し
が
送
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

文
、和
語
に
変
換
し
な
が
ら
、

わ
れ
わ
れ
は
生
活
を
営
ん
で

い
る
わ
け
で
す
。
意
識
も
せ

ず
に
や
っ
て
い
ま
す
が
、
実

は
脳
の
中
の
ど
こ
か
に
、
言

葉
を
変
換
す
る
中
枢
が
あ
っ

て
、
そ
れ
を
常
に
働
か
せ
て

い
る
わ
け
で
す
。
し
か
も
、

漢
字
に
は
一
字
の
内
に
い
ろ

い
ろ
な
意
味
が
総
合
さ
れ
て

い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
読
み
取

る
た
め
に
、
そ
こ
か
ら
一
つ

の
意
味
を
分
析
し
て
引
き
出

し
て
く
る
。
こ
れ
は
翻
訳
で

す
。
そ
れ
を
常
に
や
っ
て
い

る
の
で
す
。
そ
う
や
っ
て
日

本
語
と
い
う
言
語
が
成
り
立

っ
て
き
た
。」（
古
井
由
吉『
漱

石
の
漢
詩
を
読
む
』
よ
り
引

用
、
一
部
表
記
調
整
）

こ
う
し
た
「
翻
訳
」
の
感

覚
は
、
現
代
の
日
本
人
に
も

形
を
変
え
て
息
付
い
て
い
ま

す
。
象
徴
的
な
の
が
、
か
つ

て
の
暴
走
族
が
用
い
た
「
夜よ

露ろ

死し

苦く

」
と
い
っ
た
当
て
字

で
す
。
こ
れ
を
見
た
中
国
人

小
説
家
が「
ま
さ
に
詩
的
だ
」

と
笑
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
夜

は
死
の
苦
し
み
を
露あ

ら

わ
に
す

る
」

─
そ
う
読
み
解
け
ば
、

そ
れ
は
も
は
や
漢
詩
の
一
節

の
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
思
い
立
っ
て
、
Ａ

Ｉ
に
五
言
絶
句
の
形
式
で

「
夜
露
死
苦
」
を
組
み
込
ん

だ
漢
詩
を
作
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

作
品
：
夜
露
死
苦

夜
静
寂
無
声

露
湿
少
年
旌

死
生
同
夢
処

苦
楽
結
盟
情

〔
読
み
（
書
き
下
し
文
）〕

夜
は
静
か
に
し
て
声
無
く

露
は
少
年
の
旌は

た

を
湿

う
る
お

す

死
生
夢
を
同
じ
う
す
る
処

苦
楽
盟

ち
か
い

の
情
を
結
ば
ん

〔
意
味
〕

起
句
：
夜
は
し
ん
と
静
ま
り

返
り
、
物
音
一
つ
し
な
い

承
句
：
夜
露
が
、
若
者
た
ち

の
掲
げ
る
旗
を
静
か
に
湿
ら

せ
て
い
る

転
句
：
生
き
る
も
死
ぬ
も
同

じ
夢
を
共
に
見
る
こ
の
場
所

で結
句
：
苦
し
み
も
楽
し
み
も

分
か
ち
合
う
、
熱
き
絆
（
盟

約
）
を
結
ぼ
う
で
は
な
い
か

〔
解
説
〕

構
成
：
五
言
絶
句

押
韻
：
第
２
句
末
の
「
旌せ

い

」

と
、
第
４
句
末
の
「
情

じ
ょ
う

」
で

韻
を
踏
ん
で
い
る
（
平
声
・

庚
韻
）。

工
夫
：
各
句
の
冒
頭
に「
夜
・

露
・
死
・
苦
」
を
配
置
す
る

「
冠か

ん

字じ

」
の
技
法
を
用
い
た
。

恐
る
べ
し
Ａ
Ｉ
！
　

暴
走

族
の
当
て
字
と
い
う
世
俗
的

な
言
葉
が
、
漢
詩
の
形
式
に

流
し
込
ま
れ
る
こ
と
で
精
神

的
な
盟
約
の
詩
へ
と
数
秒
で

昇
華
さ
れ
る
と
い
う
面
白
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
何
と
い
う

自
由
自
在
な
世
界
で
し
ょ

う
。
人
工
知
能
が
漢
詩
を
作

っ
た
と
知
っ
た
ら
、
漱
石
は

何
と
言
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

高
校
時
代
の
漢
文
の
教
科

書
を
引
っ
張
り
出
し
て
、
漢

詩
の
勉
強
を
し
よ
う
と
し
ま

し
た
が
諦
め
ま
し
た
。
素
養

の
無
さ
は
い
か
ん
と
も
し
難

い
よ
う
で
す
。

そ
う
い
え
ば
、
愛あ

い

ら

ぶ

ゆ

う

羅
武
勇
、

仏ぶ

っ

ち

ぎ

り

恥
義
理
な
ん
て
の
も
あ
り

ま
し
た
ね
。
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中
野
　
朋
子

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）



日 医 ニ ュ ー ス 第1559号（6）令和8年10月5日〔第3種郵便物認可〕

日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能
研
修
制
度

 

令
和
８
年
度
応
用
研
修
会 

第
３
回

（
Ｗ
ｅ
ｂ
講
習
会
）

令
和
8
年
度　

死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
研
修
会

２
０
２
６
年
度
「
医
療
関
係
機
関
等
を

 

対
象
に
し
た
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
管
理

責
任
者
に
関
す
る
講
習
会
」

◆
主
催
：
日
本
医
師
会

◆
日
時
：
11
月
３
日
（
火
・

祝
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

15
分

◆
受
講
形
式
：
「
日
本
医
師

会
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ
ム
」

（
以
下
、
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
）

に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

◆
受
講
対
象
者
：「
日
医
か

か
り
つ
け
医
機
能
研
修
制

度
」
の
修
了
申
請
を
希
望
す

る
医
師
及
び
か
か
り
つ
け
医

と
な
る
全
て
の
医
師
（
診
療

科
や
主
た
る
診
療
の
場
は
問

い
ま
せ
ん
）

◆
受
講
料
：
医
師
会
員
（
郡

市
区
等
医
師
会
に
所
属
）
無

料
、
医
師
会
非
会
員
（
郡
市

区
等
医
師
会
未
加
入
）
１
０

０
０
０
円
（
税
込
）

◆
受
講
人
数
：
２
５
０
０
名

（
先
着
順
）

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・「
慢
性
心
不
全
の
診
断
と

治
療
」
（
弓
野
大
医
療
法
人

社
団
ゆ
み
の
理
事
長
）

・「
関
節
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原

病
の
臨
床
」
（
竹
内
勤
埼
玉

医
科
大
学
長
）

・「
在
宅
を
支
え
る
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
（
大
串
幹

兵
庫
県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
中
央
病
院
長
）

・「
当
事
者
か
ら
学
ぶ
『
新

し
い
認
知
症
観
』
」
（
山
中
し

の
ぶ
日
本
認
知
症
本
人
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
代
表
理

事
、
山
崎
英
樹
医
療
法
人
社

団
清
山
会
い
ず
み
の
杜
診
療

所
理
事
長
）

・
「
医
療
現
場
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
の
活
用
の
実
際
」
（
原
田

昌
範
山
口
県
立
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
へ
き
地
医
療
支
援
セ

ン
タ
ー
長
）

・
「
症
例
検
討
～
が
ん
／
非

が
ん
の
緩
和
ケ
ア
～
」
（

添
明
日
香
医
療
法
人
桜
花
会

あ
す
か
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
理

事
長
・
院
長
、
迫
村
泰
成
医

療
法
人
社
団
若
水
会
牛
込
台

さ
こ
む
ら
内
科
院
長
）

◆
受
講
方
法
：
詳
細
は
、
お

申
し
込
み
完
了
後
に
Ｗ
ｅ
ｂ

シ
ス
テ
ム
か
ら
自
動
送
信
さ

れ
る
「
応
募
登
録
完
了
メ
ー

ル
」
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
受
講
者
の
端
末
か
ら
Ｗ
ｅ

ｂ
シ
ス
テ
ム
に
接
続
し
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
動
画
を
視
聴

し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

◆
受
講
証
明
：
全
講
義
の
受

講
に
よ
り
、
応
用
研
修
６
単

位
、
日
医
生
涯
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
コ
ー
ド
６
Ｃ
Ｃ
／
６

単
位
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
に
て
受

講
が
確
認
さ
れ
た
講
義
に
対

し
て
単
位
等
が
付
与
さ
れ
、

「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
（
医
師
会
会

員
情
報
シ
ス
テ
ム
）
」
に
受

◆
主
催
：
日
本
医
師
会
、
日

本
診
療
放
射
線
技
師
会
、
オ

ー
ト
プ
シ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
学
会

◆
共
催
：
日
本
医
学
放
射
線

学
会
、
日
本
救
急
医
学
会

◆
後
援
：
日
本
医
学
会
、
日

本
病
理
学
会
、
日
本
法
医
学

会
、
日
本
オ
ー
ト
プ
シ
ー
・

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
学
会

◆
研
修
方
法
：e-learning

形
式
（
受
講
者
専
用
サ
イ
ト

よ
り
、
講
義
動
画
を
視
聴
い

た
だ
き
、
確
認
テ
ス
ト
を
実

施
し
ま
す
）

◆
視
聴
期
間
：
11
月
９
日

（
月
）
午
前
11
時
～
令
和
９

年
２
月
１
日
（
月
）
午
後
３
時

◆
対
象
：
医
師
も
し
く
は
診

療
放
射
線
技
師

◆
定
員
：
医
師
１
０
０
０

名
、
診
療
放
射
線
技
師
１
０

０
０
名

◆
受
講
料
：
無
料

◆
修
了
証
：
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
全
て
受
講
し
、
修
了
要
件

を
満
た
し
た
場
合
、
視
聴
期

間
中
に
修
了
証
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ

ァ
イ
ル
）
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
医
師
会
と
（
公
財
）

日
本
産
業
廃
棄
物
処
理
振
興

セ
ン
タ
ー
が
共
催
し
て
い
る

本
講
習
会
を
、
今
年
度
も
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
事
前
に

パ
ソ
コ
ン
で
講
義
ビ
デ
オ
を

視
聴
し
て
受
講
し
、
会
場
で

試
験
を
受
け
る
２
段
階
形
式

で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

感
染
性
産
業
廃
棄
物
を
生

じ
る
医
療
関
係
機
関
等
で

は
、
「
特
別
管
理
産
業
廃
棄

物
管
理
責
任
者
」
を
置
く
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。事

務
職
等
の
方
は
、
本
講

習
会
を
修
了
す
る
こ
と
に
よ

り
、
感
染
性
産
業
廃
棄
物
を

生
じ
る
事
業
場
の
「
特
別
管

理
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任

者
」
と
し
て
都
道
府
県
・
政

令
市
に
認
め
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
医
師
、
看
護
師
等

の
方
は
講
習
会
を
受
講
す
る

こ
と
な
く
、
「
特
別
管
理
産

講
実
績
と
し
て
入
力
さ
れ
ま

す
。受

講
証
明
書
は
、
受
講
日

の
約
２
週
間
後
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ

シ
ス
テ
ム
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
（
受
講
証
明
書

の
郵
送
は
い
た
し
ま
せ
ん
）
。

◆
申
込
方
法
：
個
別
の
お
申

し
込
み
に
な
り
ま
す
。
申
込

期
間
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
の

サ

イ

ト（https://seminar.

med.or.jp

）
か
ら
ご
希
望

の
研
修
会
を
検
索
し
て
、「
講

習
会
詳
細
」
へ
進
み
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
及
び
受
講
方
法
等

の
詳
細
を
ご
確
認
の
上
、
お

申
し
込
み
願
い
ま
す
。

※
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
の
「
講

習
会
詳
細
」
に
掲
載
の
『
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
』
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
「
Ｍ
Ａ
Ｍ

Ｉ
Ｓ
（
医
師
会
会
員
情
報
シ

ス
テ
ム
）
」
に
お
け
る
登
録

情
報
等
の
共
有
に
つ
い
て
ご

同
意
の
上
、
お
申
し
込
み
願

い
ま
す
。

◆
受
講
申
込
期
間
：
10
月
８

日
（
木
）
午
後
２
時
～
10
月

29
日
（
木
）
正
午

◆
問
い
合
わ
せ
先
：

①
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
（
お
申

し
込
み
や
ロ
グ
イ
ン
、
視
聴

な
ど
）
に
関
す
る
内
容
：
日

本
医
師
会
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス

テ
ム
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

050
─

２
０
３
０
─

６
７
３
９ 

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
〕

②
日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能

研
修
制
度
（
修
了
申
請
や
応

用
研
修
の
単
位
取
得
状
況
な

ど
）
に
関
す
る
内
容
：
ご
所

属
（
地
元
）
の
都
道
府
県
医

師
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

③
そ
の
他
：
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ

ム
の
サ
イ
ト
か
ら
ご
希
望
の

研
修
会
を
検
索
し
て
、
「
講

習
会
詳
細
」
へ
進
み
、
「
主

催
者
問
合
せ
」
よ
り
メ
ー
ル

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
開
始
：
10
月
26
日

（
月
）
午
前
11
時
（
た
だ
し
、

定
員
に
な
り
次
第
、
申
込
を

締
め
切
り
ま
す
）

◆
申
込
方
法
：
日
本
医
師
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
医
療
安

全
・
死
因
究
明
コ
ー
ナ
ー
」

よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（http://www.med.or.jp/

doctor/anzen_siin/ai/

）

申し込みは
こちら

◆
講
演
内
容
：
「
死
亡
時
画

像
診
断
（
Ai
）
に
お
け
る
基

本
事
項
」
「
死
亡
時
画
像
診

断
（
Ai
）
に
お
け
る
画
像
診

断
①
（
総
論
）
」
「
死
亡
時
画

像
診
断
（
Ai
）
に
お
け
る
画

像
診
断
②
（
小
児
）
」
「
死
亡

時
画
像
診
断
（
Ai
）
に
お
け

る
画
像
診
断
③
（
経
時
的
死

後
変
化
）
」
「
病
理
学
分
野
に

お
け
る
死
亡
時
画
像
診
断

（
Ai
）
」
「
法
医
学
分
野
に
お

け
る
死
亡
時
画
像
診
断

（
Ai
）
」
「
個
人
識
別
に
お
け

る
死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
」

「
救
急
医
学
分
野
に
お
け
る

死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
」「
死

亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
に
お

け
る
医
療
安
全
対
策
・
感
染

対
策
」
「
死
亡
時
画
像
診
断

（
Ai
）
に
お
け
る
法
令･

倫
理
」

【
医
師
向
け
】
「
医
療
事
故
、

訴
訟
に
お
け
る
死
亡
時
画
像

診
断
（
Ai
）
」

【
診
療
放
射
線
技
師
向
け
】

「
死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）

に
お
け
る
Ｃ
Ｔ
と
感
染
対

策
」
「
死
亡
時
画
像
診
断

業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
」
の

資
格
を
既
に
有
し
て
い
ま

す
。本

講
習
会
は
資
格
取
得
の

目
的
の
み
な
ら
ず
、
産
業
廃

棄
物
の
管
理
に
関
す
る
知
識

を
習
得
す
る
手
段
と
し
て
も

有
効
な
機
会
と
言
え
ま
す
。

◆
受
講
料
：
１
４
３
０
０
円

（
税
込
。
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

◆
定
員
：
表
参
照

◆
開
催
詳
細
・
申
込
方
法
：

日
本
産
業
廃
棄
物
処
理
振
興

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
受
付
開
始
は
９
月
29
日

（
火
）
か
ら
に
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
地
域
医
療
課
〔

03
─

３
９
４
２
─

６
１
３
７（
直
）〕

※
今
回
の
講
習
会
は
昨
年
度

に
引
き
続
き
対
面
の
講
義
形

訃　

報

■
大
西
雄
太
郎
氏
（
元
長
野

県
医
師
会
長
／
元
日
本
医
師

会
理
事
・
監
事
）

８
月
22
日
死
去
、
90
歳
。

葬
儀
は
25
日
に
近
親
者
の
み

で
執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は

ご
子
息
、
禎
彦
様
、
ご
令
室
、

富
佐
恵
様
。

氏
は
昭
和
10
年
生
ま
れ
。

昭
和
42
年
日
本
大
学
大
学
院

修
了
。
昭
和
60
年
更
埴
中
央

病
院
（
現
：
千
曲
中
央
病
院
）

理
事
長
。

平
成
18
年
４
月
か
ら
平
成

24
年
３
月
ま
で
長
野
県
医
師

会
長
を
務
め
た
。

そ
の
間
、
平
成
20
年
４
月

か
ら
平
成
22
年
３
月
ま
で
日

本
医
師
会
監
事
を
、
平
成
22

年
４
月
か
ら
平
成
24
年
３
月

ま
で
日
本
医
師
会
理
事
を
そ

れ
ぞ
れ
務
め
た
。

平
成
24
年
に
は
旭
日
小
綬

章
を
受
章
し
て
い
る
。

後
日
、
「
お
別
れ
の
会
」

を
開
催
す
る
予
定
。

表　開催日程・試験会場

開催地 開催日 会場 定員

大　阪 2026年11月19日（木） 天満研修センター 86人

東　京 	 12月 4日（金） ベルサール西新宿 75人

愛　知 2027年	 1月21日（木） 名古屋サンスカイルーム 80人

福　岡 	  1月22日（金）（公財）福岡県中小企業振興センター 78人

北海道 	  1月28日（木） 第二水産ビル 50人

東　京 	  2月 5日（金） ベルサール西新宿 75人

基
金
掛
金
に
適
用
さ
れ
る

社
会
保
険
料
控
除
の
仕
組
み
に
つ
い
て

国
民
年
金
基
金
の
掛
金

は
、
税
制
上
、
そ
の
全
額
を

課
税
所
得
か
ら
控
除
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
課
税
所
得
１
０

０
０
万
円
の
方
が
掛
金
上
限

額（
年
間
81
万
６
０
０
０
円
）

ま
で
ご
加
入
の
場
合
、
加
入

前
の
課
税
額
は
、
１
０
０
０

万
円
×
43
％
（
所
得
税
・
住

民
税
の
合
算
税
率
）
＝
４
３

０
万
円
と
な
り
ま
す
が
、
加

入
後
は
掛
金
額
が
課
税
所
得

か
ら
控
除
で
き
ま
す
の
で
、

（
１
０
０
０
万
円
─
81
万
６

０
０
０
円
）
×
43
％
＝
３
９

４
万
９
０
０
０
円
と
な
り
、

年
間
で
お
よ
そ
35
万
円
の
節

税
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
課
税
所
得
２
０
０

０
万
円
の
場
合
に
は
、
累
進

課
税
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
よ
そ
41
万
円
の
節
税

と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
社
会
保
険
料
控

除
の
仕
組
み
は
、iDeCo

な

ど
と
異
な
り
、
生
計
を
同
じ

く
す
る
ご
家
族
の
掛
金
を
負

担
さ
れ
た
場
合
、
負
担
さ
れ

た
方
の
課
税
所
得
か
ら
控
除

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。新

規
加
入
者
の
約
９
割
の

方
が
、
税
制
上
の
優
遇
措
置

を
重
視
し
て
加
入
し
て
い
ま

す
。
未
加
入
の
方
は
、
不
確

実
な
将
来
へ
の
備
え
と
し

て
、
税
優
遇
を
活
か
し
て
老

後
に
備
え
る
国
民
年
金
基
金

の
活
用
に
つ
い
て
、
ご
検
討

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
支
部

（

０
１
２
０
─

７
０
０
６
５

０
）
ま
で
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
も

資
料
請
求
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
、
加
入
申
出
の
お
手
続

き
が
で
き
ま
す
。

（
Ai
）
に
お
け
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と

Ｕ
Ｓ
」

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
医
事
法
・
医
療
安
全
課　

03
─

３
９
４
２
─

６
４
８
４

（
直
）

式
で
は
な
く
、
講
義
動
画
を

各
自
で
視
聴
す
る
形
式
で
あ

る
た
め
、
日
本
医
師
会
生
涯

教
育
制
度
の
単
位
を
付
与
で

き
る
要
件
を
満
た
さ
ず
、
単

位
付
与
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま

す
。
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書
籍
紹
介

当
初
は
ど
ん
な
対
応
を
す

れ
ば
良
い
の
か
も
分
か
ら

ず
、
世
界
中
の
人
々
を
恐
怖

と
不
安
に
陥
れ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
。

本
書
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

医
師
国
家
試
験
で
「
バ
ッ

本
書
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
な

肛
門
部
の
病
態
を
尻
込
み
せ

ず
に
、
非
専
門
家
で
も
自
分

で
診
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
入
門
書
の
改

訂
版
で
あ
る
。

痔
核
、
痔
瘻
、
裂
肛
を
始

め
と
す
る
、
頻
度
が
高
く
特

徴
的
な
病
態
を
１
８
０
枚
の

カ
ラ
ー
写
真
を
用
い
て
ビ
ジ

ュ
ア
ル
的
か
つ
端
的
に
解
説

し
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
「
第
Ⅰ
章　

緊
急
事
態
に
お
け
る
首

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
浮

か
び
上
が
る
新
型
コ
ロ

ナ
対
応
の
教
訓

西
出
順
郎　

編
著

イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
起
こ
っ
た
我
が
国
で
、

自
治
体
は
ど
う
向
き
合
い
、

対
応
し
た
の
か
。
自
治
体
で

の
実
務
経
験
も
あ
る
５
名
の

行
政
学
者
が
、
全
国
の
15
名

の
知
事
・
市
長
と
医
療
関
係

者
２
名
に
実
際
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
内
容
を
ま
と
め
た

記
録
集
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
は
、
医
療
関
係

者
の
一
人
と
し
て
日
本
医
師

会
の
池
端
幸
彦
副
会
長
も
登

場
。
福
井
県
医
師
会
長
と
し

て
対
応
に
当
た
っ
た
当
時
を

振
り
返
り
、
「
信
頼
で
き
る

人
々
の
存
在
」「
行
政
と
の
連

携
」
「
情
報
の
ア
ン
テ
ナ
を

常
に
張
っ
て
お
く
」
「
平
時

か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
」
の
重
要
性
等
を
指
摘
す

る
な
ど
、
大
変
参
考
に
な
る
。

本
書
は
単
な
る
過
去
の
回

顧
録
に
と
ど
ま
ら
ず
、
未
来

に
起
こ
り
得
る
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
を
始
め
と
す
る
危
機
の
到

来
に
備
え
る
た
め
に
も
一
読

に
値
す
る
一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

３
９
６
０
円
（
税
込
）

発
行　

ぎ
ょ
う
せ
い

痛
み
と
は
何
か

─
歴
史
・
文
化
・
医
学
の
視

点
か
ら
そ
の
本
質
を
探
る

ロ
ブ
・
ボ
デ
ィ
ス　

著

山
田
恵
子　
　

水
沼
直
樹　
　

松
平　

浩　

訳

ト
で
殴
ら
れ
た
よ
う
な
」
と

く
れ
ば
、
受
験
生
は
脊せ

き
ず
い髄

反

射
的
に
「
く
も
膜
下
出
血
」

の
選
択
肢
を
探
す
。
し
か
し
、

実
際
に
バ
ッ
ト
で
殴
ら
れ
た

経
験
を
持
っ
て
い
る
人
は
そ

う
多
く
は
な
い
は
ず
。
こ
の

手
の
〝
障
害
の
イ
メ
ー
ジ
〟

を
借
り
た
「
痛
み
」
の
表
現

が
医
学
の
教
科
書
に
は
少
な

く
な
い
。

「
痛
み
」
と
い
う
客
観
的

な
指
標
で
測
定
す
る
こ
と
が

簡
単
で
は
な
い
現
象
に
人
類

か
か
り
つ
け
医
も

こ
こ
ま
で
診
よ
う！

肛
門
部
外
来
診
療

マ
ニ
ュ
ア
ル

改
訂
第
２
版栗

原
浩
幸　

著

50
代
医
師
の
た
め
の 

Gem
ini & ChatGPT 

実
践
書

─
論
文
・
学
会
・
臨
床
が

驚
く
ほ
ど
楽
に
な
る
─

三
原　

誠　
　

梶
田
大
樹　

著

原　

尚
子　
　

診
療
が
終
わ
っ
て
も
、
院

長
（
医
師
）の
一
日
は
な
か
な

総
論
」
「
第
Ⅱ
章　

知
っ
て

お
き
た
い
肛
門
疾
患
」
「
第

Ⅲ
章　

肛
門
部
の
皮
膚
疾

患
」
「
第
Ⅳ
章　

肛
門
部
の

腫
瘍
性
疾
患
」
「
第
Ⅴ
章　

肛
門
鏡
で
見
る
大
腸
疾
患
」

の
全
５
章
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。今

改
訂
で
は
、
Ｃ
ｒ
ｏ
ｈ

ｎ
病
患
者
の
肛
門
病
変
や
梅

毒
な
ど
、
遭
遇
頻
度
が
上
が

り
つ
つ
あ
る
病
態
や
緊
急
対

応
を
要
す
る
病
態
が
更
に
拡

充
さ
れ
て
い
る
他
、
乳
児
痔

瘻
や
誤ご

え

ん嚥
に
よ
る
肛
門
異

物
・
異
物
挿
入
な
ど
も
追
加

さ
れ
て
い
て
、使
い
や
す
い
。

外
来
診
療
に
お
い
て
、「
自

分
で
診
て
よ
い
の
か
」
「
専

門
的
な
措
置
が
必
要
な
の

か
」
迷
っ
た
際
の
助
け
に
も

な
る
便
利
な
一
冊
と
言
え

る
。

定
価　

４
９
５
０
円（
税
込
）

発
行　

南
江
堂

と
っ
て
も
患
者
の
「
痛
み
」

を
理
解
す
る
こ
と
は
診
療
の

成
否
を
左
右
し
得
る
重
大
問

題
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意

味
で
も
本
書
は
一
読
に
値
す

る
一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

２
２
０
０
円（
税
込
）

発
行　

大
修
館
書
店

か
終
わ
ら
な
い
。
紹
介
状
作

成
、
ス
タ
ッ
フ
対
応
、
メ
ー
ル
、

学
会
準
備
、論
文
な
ど
、気
付

け
ば
全
部
を
自
分
で
抱
え
て

い
る
院
長
は
少
な
く
な
い
。

本
書
は
、
特
に
生
成
Ａ
Ｉ

に
苦
手
意
識
が
あ
る
院
長
、

医
師
に
向
け
て
書
い
た
実
践

書
で
あ
る
。
難
し
い
理
論
で

は
な
く
、患
者
説
明
文
、院
内

マ
ニ
ュ
ア
ル
、
ス
タ
ッ
フ
共

有
資
料
、メ
ー
ル
文
案
な
ど
、

明
日
か
ら
診
療
現
場
で
使
え

る
工
夫
を
紹
介
し
て
い
る
。

著
者
の
医
療
機
関
で
は
全

ス
タ
ッ
フ
にChatGPT

を
導

入
し
、
研
究
内
容
や
院
内
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
漫
画
、
音
声
、

易
し
い
文
章
、
職
種
別
資
料

へ
変
換
し
て
共
有
し
て
お

り
、
知
識
量
の
違
い
が
あ
っ

て
も
、
全
員
が
同
じ
方
向
を

向
き
や
す
く
な
り
、
タ
ス
ク

シ
ェ
ア
と
チ
ー
ム
づ
く
り
が

進
ん
で
い
る
と
い
う
。

生
成
Ａ
Ｉ
は
医
師
に
置
き

換
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
院
長

の
時
間
と
心
の
余
裕
を
取
り

戻
す
相
棒
で
あ
る
。
忙
し
い
先

生
に
こ
そ
手
に
取
っ
て
い
た

だ
き
た
い
一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

３
８
５
０
円（
税
込
）

発
行　

全
日
本
病
院
出
版
会

「日医君のわくわくミニゲーム！」
リニューアルのお知らせ

　日本医師会ではこのほど、会員特典として、会員の先生方に提供して
いたブラウザゲーム「日医君のわくわくミニゲーム！」の内容をリニュ
ーアルし、本年10月1日よりその運用を開始しました。
　このゲームは会員の先生方の医療機関や介護施設のご利用者に待ち時
間などを有効活用して、ポスターに掲載された二次元コードをスマホな
どで読み込むだけで手軽に楽しんでもらうために制作したもので、ゲー
ムは下記の2種類となります。

「日医君の絵合わせゲーム」（NEW）
ピースを動かして、絵を完成させるパズルゲーム
【ゲームの概要】
1．�空いているマスの隣のピースをタップして、ピー
スを移動させてみましょう。

2．�絵が完成したらゲームクリアです。
※�絵は5種類（ランダム）で、レベルは�
「やさしい（2×2マス）」「ふつう（3×3マス）」�
「むずかしい（4×4マス）」の3段階

「日医君のくるりんゲーム」
6×6の盤面のミニ・リバーシ対戦
【ゲームの概要】
1．�1人対戦の時は日医君（コンピューター）と対戦、
2人対戦の時はその場にいる方と対戦できます。

2．�制限時間内にコマを置いて、相手のコマをひっく
り返してみましょう。

3．最終的に盤上のコマが多い方が勝ちになります。

　会員の先生方にはお手数をお掛けしますが、ご利用者に楽しんでいた
だけるよう、日本医師会ホームページのメンバーズルーム内の「医師会
活動について」の中の「会員限定サービス」に掲載しているポスターを
印刷し、待合室や病室、介護施設の休憩所などにご掲示いただきますよ
うお願いいたします。
■注意事項：
・�ポスターや二次元コードをSNS等に投稿・掲載することはご遠慮ください。
・通信料はご利用者様（患者様）のご負担となります。
・個人が特定される情報の取得はいたしません。
■問い合わせ先：日本医師会広報課　 kouhou@po.med.or.jp

が
ど
の
よ
う
に
相
対
し
て
き

た
の
か
。
本
書
は
、
「
痛
み

と
は
何
か
」
を
問
う
た
「
痛

み
」
の
意
味
論
で
あ
る
。

古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ

か
ら
説
き
起
こ
し
、
ｆ
Ｍ
Ｒ

Ｉ
の
解
析
ま
で
。
２
０
０
ペ

ー
ジ
足
ら
ず
の
手
ご
ろ
な
一

冊
で
一
気
に
駆
け
抜
け
る
。

生
理
（
ま
た
は
病
理
）
現
象

と
し
て
の
「
痛
み
」
の
（
医

学
的
な
）
説
明
を
放
棄
す
る

こ
と
な
く
、
文
化
、
歴
史
、

宗
教
、
哲
学
、
そ
し
て
言
語

の
差
異
に
く
じ
け
る
こ
と
も

な
く
、
む
し
ろ
そ
の
差
異
を

逆
手
に
取
っ
た
か
の
よ
う
な

語
り
が
痛
快
だ
。

「
痛
み
」
は
、
患
者
が
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
重
要

な
契
機
で
あ
り
、
医
療
者
に



クロスワード
クイズ

右記の二次元コードにアクセスし、タテのカギ、ヨコのカギを基に枠を埋め
て解明された赤枠に入る文字（A～Eの順に並べてできた答え）と必要事項
を入力の上、ご応募願います。応募締切

2026/
10/31土

ご応募はこちらから！

抽選で日本医師会公式キャラクター日医君のグッズをプレゼント ▼

正解者の中から抽選でぬいぐるみを３名、キーホルダーを5名、
ボールペン（2本セット）を10名、立体シールを15名にそれぞれプレゼントいたします。
※クロスワードのクイズの解答は本紙第1562号に掲載します。
問い合わせ先：日本医師会広報課　  kouhou@po.med.or.jp

午後11時59分まで

日医君の

日 医 ニ ュ ー ス 第1559号（8）令和8年10月5日〔第3種郵便物認可〕

解答欄
1 3 7 11 16

23

17 9

B
8 14

18

C

5

A

12

4 10

E
19 2 21 15

6 22 13

20

D

24

タテのカギ
１	 �SNSの一つ。日本医師会も今年の7月1日から健康情報を中心に�
配信を始めているよ。

２	 �「電子〇〇〇の普及のためには国の財政的な支援が不可欠だよね」
３	 �松尾芭蕉の句「〇〇〇〇や蛙飛び込む水の音」
４	 �お盆休みにおじいちゃんと久しぶりに〇〇をしたけど、楽しかったなぁ。
５	 �〇〇が転がってもおかしい年頃
６	 �「このみそ汁、おいしいね。〇〇には何を使っているのか教えてよ」
７	 �徳川家康が開いた〇〇幕府
８	 �金魚やメダカの餌となるプランクトン
９	 �「気が小さいので、よく〇〇の心臓だねと言われてしまいます」
10	 �「雑誌などの購入はネットと言う人が増えたせいなのか、このごろ、
町の〇〇〇を見かけなくなったね」

11	 �「〇〇〇の実などから得られる果汁は健康に良いと言われているね」
12	 �「いまどこ？」「羽田空港〇〇」
13	 �「野生動物にむやみに〇〇を与えてはいけないよ」
14	 �〇〇より証拠
15	 �世界遺産登録おめでとう！　これを機に奈良県の〇〇〇村に�
石舞台古墳をぜひ、見に行きたい。

16	 �「日本医師会〇〇〇〇〇〇〇は無料で医師の就業先を紹介してく
れるらしいよ。一度、使ってみようよ」

ヨコのカギ
１	 �「今年は流行が早くから始まったらしいから、�
〇〇〇〇〇〇〇のワクチンも早めに接種したいね」

４	 �日本に現存する最古の医学書。日本医師会はユネスコの「世界の
記憶」への登録を目指しています。

５	 �「旅の〇〇はかき捨てだね」
８	 �「年齢より若く見えるよね。本当の年齢を聞いて〇〇を疑っちゃったよ」
９	 �「これから春にかけて、〇〇ウイルスの感染には気を付けよう」
12	 �一度行って大笑いしてみたい、〇〇〇グランド花月
14	 �highの反対語、英語で言うと〇〇
15	 �「ここで〇〇を取るのが煮物をおいしくするポイントの一つだよ」
17	 �「サッカーワールドカップ北中米大会。日本は残念だったけど、�
無敵艦隊〇〇〇〇はやっぱり強かったね」

18	 �「こてんぱんにやられて、〇〇の音も出なかったよ」
19	 �ほっくりとした食感がおいしい秋の味覚。長芋や自然薯などの�
ツルの葉の付け根にできる小さな球芽

20	 �「ケーキが好きなので、将来は〇〇〇〇〇になりたいです」
21	 �思い切って決断し、勝負に出るという意味の四字熟語「乾〇〇一擲」
22	 �「東京駅〇〇〇の地下街でおいしいお店を見つけたよ。今度一緒
に行ってみようよ」

23	 �〇〇〇を共にしてくれた妻には感謝しかありません。
24	 �民放ドラマでも話題。〇〇〇雅人演じる主人公が所属する「別班」
ってホントにあるのかなぁ？

A B C D E

　日本医師会ではこの度、A②（B）会員及び B 会員の皆様への定期刊行物（日医ニュー
ス、日医雑誌、日医雑誌特別号）のご提供につきましては、原則「電子版」に移行すること
といたしました（会員区分は、MAMISにログインし、マイページ TOPの「登録情報」からご
確認いただけます）。
　そのため、これまでどおり「紙の定期刊行物（郵送）」での受け取りを希望される方は、
お手数ですがスマートフォンまたはパソコンから、以下のURLへアクセスの上、2027年2月
28日（日）までに郵送継続のお手続きをお願いいたします。
　期日までにお手続きがない場合、2027年 4月からは電子版のみとなります
ので、ご留意ください。

https://forms.jmamem.med.or.jp/usrmed/01/A/reservehash/

※なお、A①会員の皆様におかれましては、お手続きは不要となります。
辞退者を除き、従来どおり紙の定期刊行物を送付いたします。

●本件に関する問い合わせ先
　会員情報室　　03─3942─6482（直）、　 jmamem@jpn.med.or.jp

●MAMISのログイン方法
　医師会会員情報システム MAMIS のログインはこちら
　https://mamis.med.or.jp/login

※MAMIS のログイン方法や操作がご不明な場合、MAMIS運営事務局へ
お問い合わせください。
●MAMIS運営事務局
　　 0120 ─110 ─030  
　　  ※受付時間10:00 ～ 18:00（土・日・祝日を除く平日）
　　 inquiry@mamis.med.or.jp

A②（B）会員及びB会員の皆様へ重要なお知らせ
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